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分岐点および特異極限の近傍での 
解形状と分岐曲線の 
概要に関する数学的結果 

非線形項を双安定な 
３次式に置き換え, 
極限方程式（D→∞） 
の数値計算による 
分岐構造の研究 

定常極限方程式の分岐構造の 
数学的研究 
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全ての解の表示式を求め, 
数値的に， 
二次分岐以降も含む, 
大域的分岐構造を解明した 
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変数変換 Cahn-Hilliard方程式 

モデルの提示 



・細胞運動モデルの極限方程式の，表示式を用いて 
 1次分岐のみならず2次分岐以上等のすべてを含む, 
 大域的分岐構造を数学的に証明したい． 

・各分岐曲線の安定性を数学的に証明したい. 

・極限方程式の分岐構造を元に拡散係数が十分大のときの 
 細菌運動モデルの定常解の極限形状を数学的に証明したい. 

研究の目的 
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不活性たんぱく質の拡散係数は,活性たんぱく質よりも,
非常に大きい. 
 
不活性たんぱく質の濃度は,ぼほ一様と見られる. 
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